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は
じ
め
に

竹
本
真
希
子

　

広
島
市
立
大
学
広
島
平
和
研
究
所
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
の
第
六
号
と
な
る
本
書
は
、
広
島
平
和
研
究
所
が

二
〇
一
八
年
度
に
開
催
し
た
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
二
〇
一
七
・
一
八
年
度
に
開
催
し
た
連
続
市
民
講
座

の
講
演
内
容
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
市
民
講
座
は
、
大
き
く
内
容
が
異
な
る
た
め
、

二
部
構
成
と
し
て
い
る
。

　

第
Ⅰ
部
は
「
核
兵
器
禁
止
条
約
の
展
望
と
課
題
」
と
題
し
、
二
〇
一
七
年
度
後
期
の
市
民
講
座
と
、

二
〇
一
八
年
夏
に
開
催
さ
れ
た
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
内
容
を
ま
と
め
た
。

　

二
〇
一
七
年
に
国
連
で
採
択
さ
れ
た
核
兵
器
禁
止
条
約
と
同
年
の
核
兵
器
廃
絶
国
際
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

（
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｎ
）
の
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
受
賞
は
、
核
兵
器
廃
絶
を
求
め
る
国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ
や
日
本
の
被
爆
地
・
広
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島
、
長
崎
の
市
民
な
ど
の
こ
れ
ま
で
の
努
力
の
成
果
だ
と
受
け
止
め
ら
れ
た
。
そ
れ
と
同
時
に
、
核
兵
器

保
有
国
が
こ
の
条
約
に
反
対
す
る
な
ど
、
核
兵
器
を
め
ぐ
る
多
く
の
課
題
を
改
め
て
示
す
も
の
と
な
っ
た
。

加
え
て
最
近
で
は
、
朝
鮮
半
島
の
非
核
化
の
議
論
が
進
展
し
、
同
時
に
ド
ナ
ル
ド
・
ト
ラ
ン
プ
米
大
統
領

が
中
距
離
核
戦
力
（
Ｉ
Ｎ
Ｆ
）
全
廃
条
約
の
破
棄
を
表
明
す
る
な
ど
、
核
兵
器
を
め
ぐ
る
情
勢
が
再
び
動
き

始
め
て
い
る
。

　

本
章
で
は
、
こ
う
し
た
核
兵
器
を
め
ぐ
る
近
年
の
議
論
を
振
り
返
り
な
が
ら
、
核
兵
器
禁
止
条
約
が
核

兵
器
の
な
い
世
界
の
実
現
へ
向
け
て
、
力
を
発
揮
し
う
る
の
か
、
そ
の
条
件
は
何
か
、
あ
る
い
は
核
兵
器

保
有
国
や
「
核
の
傘
」
の
下
に
い
る
国
々
の
反
対
や
非
協
力
を
克
服
す
る
方
法
は
あ
る
の
か
と
い
っ
た
問

題
に
つ
い
て
、
今
後
の
展
望
と
課
題
を
探
っ
て
い
る
。
市
民
講
座
お
よ
び
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
後
の
新
た
な
情

報
も
踏
ま
え
た
、
わ
か
り
や
す
い
解
説
と
な
っ
て
い
る
。
核
を
め
ぐ
る
問
題
と
最
近
の
動
向
に
つ
い
て
は
、

本
書
以
外
に
も
、
近
著
で
あ
る
広
島
市
立
大
学
広
島
平
和
研
究
所
（
編
）『
ア
ジ
ア
の
平
和
と
核　

国
際
関

係
の
中
の
核
開
発
と
ガ
バ
ナ
ン
ス
』（
共
同
通
信
社
、
二
〇
一
八
年
）
で
取
り
上
げ
て
い
る
。
本
書
が
市
民
向

け
の
解
説
を
目
指
し
た
も
の
に
対
し
て
、『
ア
ジ
ア
の
平
和
と
核
』
は
学
術
的
な
本
で
あ
る
が
、
内
容
的
に

は
深
く
関
連
し
て
い
る
の
で
、
ご
覧
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

　

第
Ⅰ
部
の
も
と
に
な
っ
て
い
る
市
民
講
座
お
よ
び
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
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二
〇
一
七
年
度
後
期　

連
続
市
民
講
座
「
核
兵
器
禁
止
条
約
の
展
望
と
課
題
」

日
時　

二
〇
一
七
年
一
〇
月
一
一
日
～
一
一
月
八
日
（
毎
週
金
曜
日
）　

一
八
時
三
〇
分
～
二
〇
時
三
〇
分

会
場　

合
人
社
ウ
ェ
ン
デ
ィ
ひ
と
・
ま
ち
プ
ラ
ザ
（
広
島
市
ま
ち
づ
く
り
交
流
プ
ラ
ザ
）

第
一
回
（
一
〇
月
一
一
日
）　

孫
賢
鎮
（
広
島
市
立
大
学
広
島
平
和
研
究
所
准
教
授
）「
核
兵
器
禁
止
条
約
か
ら
見
た
北
朝
鮮
の
核
・

ミ
サ
イ
ル
問
題
」

第
二
回
（
一
〇
月
一
八
日
）　

福
井
康
人
「
国
際
法
の
下
で
の
核
兵
器
禁
止
条
約
」

第
三
回
（
一
〇
月
二
五
日
）　

川
崎
哲
「
核
兵
器
禁
止
条
約
と
市
民
の
役
割
」

第
四
回
（
一
一
月
一
日
）　

小
溝
泰
義
「
核
兵
器
禁
止
条
約
の
展
望
と
平
和
首
長
会
議
の
提
案
」

第
五
回
（
一
一
月
八
日
）　

水
本
和
実
「
核
兵
器
禁
止
条
約
と
日
本
の
役
割
」

国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム　
「
平
和
へ
の
扉
を
開
く
―
―
核
兵
器
禁
止
条
約
と
、
こ
れ
か
ら
」

日
時　

二
〇
一
八
年
七
月
二
二
日
（
日
）
一
三
時
三
〇
分
―
一
六
時
三
〇
分

会
場　

広
島
国
際
会
議
場　

地
下
二
階　

ダ
リ
ア

主
催　

広
島
市
立
大
学
・
中
国
新
聞
社
・
長
崎
大
学
核
兵
器
廃
絶
研
究
セ
ン
タ
ー

後
援　

広
島
市
・（
公
財
）
広
島
平
和
文
化
セ
ン
タ
ー

基
調
講
演
者　
　

テ
ィ
ム
・
ラ
イ
ト
（
核
兵
器
廃
絶
国
際
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
（
Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｎ
）
条
約
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）

パ
ネ
リ
ス
ト　
　

遠
藤
誠
治
（
成
蹊
大
学
法
学
部
教
授
）

　
　
　
　
　
　
　

鈴
木
達
治
郎
（
長
崎
大
学
核
兵
器
廃
絶
研
究
セ
ン
タ
ー
長
・
教
授
）
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金
崎
由
美
（
中
国
新
聞
社
ヒ
ロ
シ
マ
平
和
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
記
者
）

　
　
　
　
　
　
　

孫
賢
鎮
（
広
島
市
立
大
学
広
島
平
和
研
究
所
准
教
授
）

ヒ
ロ
シ
マ
か
ら
の
発
言　
　

岡
田
恵
美
子
（
被
爆
者
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

瀬
戸
麻
由
（
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
）

モ
デ
レ
ー
タ
ー　
　

直
野
章
子
（
広
島
市
立
大
学
広
島
平
和
研
究
所
教
授
）

　

第
Ⅱ
部
は
「
歴
史
と
し
て
の
「
戦
後
」
を
考
え
る
」
と
題
し
た
。
第
二
次
世
界
大
戦
終
結
か
ら
七
〇
年

余
り
が
過
ぎ
た
現
在
で
も
な
お
、
日
本
で
は
「
戦
後
」
と
い
う
言
葉
が
用
い
ら
れ
る
。
こ
れ
は
他
の
国
々

で
は
見
ら
れ
な
い
独
特
の
表
現
と
も
い
え
、「
戦
後
」
と
い
う
言
葉
が
単
な
る
時
代
区
分
で
は
な
く
、
日
本

人
の
歴
史
認
識
や
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
と
深
く
結
び
つ
い
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
本
章
で
は
、

「
戦
後
」
が
ど
の
よ
う
に
語
ら
れ
、
捉
え
ら
れ
て
き
た
か
、「
戦
後
」
を
め
ぐ
る
言
説
状
況
の
見
取
り
図
を

描
き
つ
つ
、「
歴
史
と
し
て
の
戦
後
」
を
捉
え
る
新
た
な
視
座
を
提
供
す
る
。
な
お
第
Ⅱ
部
は
、
広
島
平
和

研
究
所
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
「「
戦
後
」
の
史
的
再
考
」（
代
表
・
直
野
章
子
、
二
〇
一
七
～
一
八
年
度
）
の
研
究

成
果
の
一
部
で
も
あ
る
。
第
Ⅱ
部
の
も
と
に
な
っ
た
連
続
市
民
講
座
は
以
下
の
と
お
り
。
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二
〇
一
八
年
度　

連
続
市
民
講
座
「「
歴
史
と
し
て
の
戦
後
」
を
考
え
る
」

日
時　

二
〇
一
八
年
一
〇
月
一
九
日
～
一
一
月
一
六
日
（
毎
週
金
曜
日
）　

一
八
時
～
一
九
時
三
〇
分

会
場　

合
人
社
ウ
ェ
ン
デ
ィ
ひ
と
・
ま
ち
プ
ラ
ザ
（
広
島
市
ま
ち
づ
く
り
交
流
プ
ラ
ザ
）

第
一
回
（
一
〇
月
一
九
日
）　

成
田
龍
一
「「
戦
後
日
本
史
」
の
叙
述
を
め
ぐ
っ
て
」

第
二
回
（
一
〇
月
二
六
日
）　

直
野
章
子
「
原
爆
被
害
を
も
た
ら
し
た
も
の
―
―
記
憶
、
責
任
、
対
米
意
識
」

第
三
回
（
一
一
月
二
日
）　

竹
本
真
希
子
「
戦
後
ド
イ
ツ
の
「
戦
争
」
認
識
」

第
四
回
（
一
一
月
九
日
）　

永
井
均
「
日
本
人
は
小
野
田
元
少
尉
を
ど
う
見
た
か
―
―
フ
ィ
リ
ピ
ン
残
留
日
本
兵
を
め
ぐ
る
語
り
」

第
五
回
（
一
一
月
一
六
日
）　

河
上
暁
弘
「「
戦
後
の
象
徴
」
と
し
て
の
憲
法
９
条
」

　

連
続
市
民
講
座
お
よ
び
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
つ
い
て
は
、
広
島
平
和
研
究
所
が
日
本
語
お
よ
び
英
語

の
両
言
語
で
発
行
し
て
い
る
ニ
ュ
ー
ズ
レ
タ
ー
（H

iroshim
aResearchN

ew
s

）
お
よ
び
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で

そ
の
詳
細
を
読
む
こ
と
が
で
き
る
。

　

本
書
が
手
に
取
っ
て
く
だ
さ
る
み
な
さ
ん
に
核
問
題
や
歴
史
、
戦
争
な
ど
に
関
す
る
知
識
を
も
た
ら
し
、

「
平
和
の
扉
を
開
く
」
き
っ
か
け
の
一
つ
と
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。


